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和寒町における

行政改革の効果額は

和寒町における和寒町における　　　　　

行政改革の効果額　　　行政改革の効果額はは

行政改革の効果行政改革の効果額額

　一般会計と特別会計を合わせた行政
改革の効果額は、18年度が8,761万円、
19年度が１億4,925万円、20年度が１億
9,978万円、21年度（見込み）で２億
1,180万円で、４か年の合計で効果額は
６億4,844万円となる見込みです。下
表の行政効果額は、平成17年度予算を
基準に事務事業を見直し・廃止したこ
とにより効果額が生じたものです。

（単位：万円）

主　な　内　容
（ゴシック表示は21年度からの内容です）

行政効果額
項　　目区

分 計21年度20年度19年度18年度
議員・非常勤職員報酬３％削減､特別職給与５％削減、収入役廃止、職
員数の減、議員定数の減(14人⇒10人）、区長報酬廃止　他28,2298,8249,5696,9662,870人 件 費

歳　
　
　
　
　

出

費用弁償の見直し(議員町内旅費の廃止､非常勤職員1,500円⇒800円に改
定）､旅費日当の見直し､公共施設の警備業務の委託の見直し(警備通報
システムの導入）、分館廃止、公園･スキー場・体育施設等指定管理、
電話交換業務廃止、南丘公園管理見直し　他

6,8292,7421,8351,262990物 件 費

団体運営補助の見直し(５％削減等）､祝金の見直し(出生､長寿､結婚）､
納税報奨金の見直し､定住促進事業の廃止､衛生害虫駆除補助の見直し､
チャイルドシート購入補助の廃止、納税報奨金廃止、行政事務交付金廃
止、分館交付金廃止　他

3,6446233701,4271,224補 助 費

介護手当の増額△24△6△6△6△6扶助費・　
維持補修費

農業高度活性化事業の見直し3,9816608791,2761,166普通建設費

42,65912,84312,64710,9256,244歳 出 計

コミュニティーセンター､交流施設ひだまり使用料見直し､バス料金の一
律化541616220総務使用料

歳　
　
　
　
　

入

生きがいセンター使用料見直し155550民生使用料

葬斎場､保健福祉センターの使用料見直し612020210衛生使用料

農業活性化センター､加工センター､土取場使用料の見直し21668394465農業使用料

土木機械､塩狩峠記念館の有料化等23759595960土木使用料

公民館等の有料化38210△4240136教育使用料

戸籍他各種証明の手数料改正による増6321211011総務手数料

健康診査手数料の一部有料化3771351211210衛生手数料

職員住宅料の改正による増5341751711880財産貸付収入

1,939509448710272歳 入 計

44,59813,35213,09511,6356,516一般会計
歳入歳出合計①

一 般 会一　般　会　計計
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（単位：万円）

主　な　内　容
行 政 効 果 額

項　　目区
分 計21年度20年度19年度18年度

納税報奨金の廃止　他6142602487036国民健康保険

歳　
　
　
　
　

出

非常勤職員の減､報酬･費用弁償の見直し他5511171710簡易水道事業

旅費の見直し他153444公共下水道事業

00000老 人 保 健

退職補充を臨時職員とすることでの人件費の減他14,3975,1924,4742,5762,155介 護 保 険
院外処方の実施による職員人件費･薬剤費･診療材料費等
の減他44,59514,58415,53014,44140町立病院事業

59,67620,05020,27317,1082,245特別会計合計

使用料の改正による増1998969410下水道事業
歳　
　
　

入

竣功検査手数料の改正による減△123△41△41△410簡易水道事業

院外処方の実施による収益の減△39,506△12,270△13,418△13,8180町立病院事業

△39,430△12,222△13,390△13,8180歳 入 計

20,2467,8286,8833,2902,245
特別会計

歳入歳出合計②

64,84421,18019,97814,9258,761
一般･特別会計
総計①＋②

特 別 会特　別　会　計計

計21年度実施予定20年度まで実施
事務事業数実施予定年度

実施率実施率実施率

91.2％1240.0％091.2％12413618年度

77.6％384.1％273.5％364919年度

84.6％117.7％176.9％101320年度

75.9％4413.8％862.1％365821年度以降

84.8％2174.3％1180.5％206256計

117現状維持

373合　　計

※実施予定年度の事務事業数は、平成17年９月に「行政サービスの実施の方向性」を策定し、行政サービスの全般に
わたる見直しを実施予定年度毎に分け、その進捗状況を表しています。

行政改革に関するご意見やアイデアを募集しています行政改革に関するご意見やアイデアを募集しています！！
　町民のみなさまの視点から、行政改革に関する改善方策を行政運営に反映させるために様々なご意見
やアイデアを募集しています。意見等の提出については郵送の他、まちづくり投書箱やＥメール等で受
け付けておりますので、氏名（匿名可）、性別、年齢（年代）をご記載のうえ、下記までお願いいたし
ます。

　送付先：総務課まちづくり推進係　まちづくり投書箱：役場１Ｆ公衆電話横
　E-mail：matidukuri@town.wassamu.hokkaido.jp

行政改革の進捗状行政改革の進捗状況況

　行政サービスの全般にわたり、事務事業を廃止、縮小、統合、現状維持、拡充・推進、住民負担、見直し
の方向の７つに分類し見直しを進めています。
　事務事業総数373事業のうち、現状維持とする117事業を除いた256事業について、20年度までに見直しを終
えた事務事業は206事業で80.5％の実施率となっています。また、21年度の実施予定を加えると実施率は、
84.8％の見込みです。


